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見学会集合場所



右側が利根川の土手

左手の竹林方向が今回の発掘調査場所



土手の上を歩く

左手の竹林方向が今回の発掘調査場所



左手の竹林方向が今回の発掘調査場所



利根川から対岸の方を見る



約150名を４班に分けて見学



青いシートの部分が調査場所













地下１ｍで見つかる奈良時代以降の生活面（第一面）



中央正面は松浦千代子



奈良時代の竪穴住居跡とのこと（左はカマドの跡、正面が井戸の跡）



　　　　長竹遺跡からは、武蔵国内の鳩山窯跡群だけでなく、茨城県の新治窯跡群や三和窯跡群、栃木県の三毳窯跡群の他、群馬県産と思われる製品も出土している

「国境の邑」らしい、多彩な物資の流通が想像できる





こちらはさらに１ｍ近く掘り下げた縄文時代の生活面（第二面）



埼玉県埋蔵文化財調査事業団の解説者



この地層の違いは利根川の氾濫時の堆積物（古墳時代以降の遺物を含む）とのこと（下方の黒い土は、縄文時代から弥生時代）









この木杭は徳川幕府による堤防のの改修時のものとのこと









多くのペンダント・ビーズ類や耳飾り（ピアス）、祈りの道具である土偶や石棒・石剣、お酒を飲み交わすための土瓶に似た注口土器などが出土している













縄文時代後期から晩期にかけての竪穴住居跡とのこと



黄色は炉の跡

柱の跡が周囲に並ぶ珍しいタイプとのこと





黄色は炉の跡



縄文時代早期から弥生時代中期まで、およそ７，０００年の歴史が封じこまれている









出土した遺物の展示場








